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A new national demonstration project of fuel cell vehicles， which is called Japan 

Hydrogen & Fuel Cell Demonstration Project， has started this year on a three-year plan. 

In this project， five hydrogen refueling stations are constructed in Tokyo and Yokohama 

area in FY2002・2003.The five stations adopt the following d延長renthydrogen supply 

sources企omeach other: LP gas reforming， methanol reforming， naphtha reforming， 

desulfurized gasoline reforming， and liquid hydrogen. Fuel cell vehicles will run on public 

roads using these stations. 

1.緒言

固体高分子形燃料電池は燃料電池自動車や定置用燃

料電池への適用が期待されている。日戸手、資源エネルギ

ー長官の私的研究会である燃料電池実用化戦略研究会

(座長茅陽一風芯大学教関は燃料電池自動車の導入

目標として、2010年に5万台、2020年に反則万台を掲

げた。さらに政府は今年に入って副大臣会議において

燃料電池プロジェクトチームを発足させ、目標を前倒

しで達成する決意で取り組む必要があるとの提言をま

とめた。

この目標に向かつて燃料電池自動車を普及させるた

めには、燃料電池自動車技術の実証と、それに加えて燃

料電池自動車を動かすための水素供給インフラ技術の

実証が重要になってくる。ガソリンやメタノールの改

質装置を組み込主燃料電池自動車の研究も進められて

いるが、現在の改質装置技術の進捗度から見て、当面は

純水素を搭載する方式てe進めるのが適当であるとの認

識で各自動車メーカーとも一致しつつある。そこで経

済産業省は水素供給インフラ(水素ステーションの建

設等)を含めた固体高分子形燃料電池利用システムの
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実証研究を支援する事業(補助事業9を、平成 14年度よ

り16年度までの3年間の計画でスタートさせた。

本稿ではしたがってまず「固体高分子形燃料電池利

用システム実証等研究j全体の実施体制を説明した後、

この研究の一環として実施される水素ステーションの

建設について解説する。

2.全体実施体制

「固体高分子形燃料電池利用システム実証等研究Jの

実施体制を図 1に示す。この努正研究は三つのサブテ

ーマ、すなわち「燃料電池自動車実証研究j、「燃料電池

自動車用水素供給設備実証研究Jおよび「定置用側斗電

池実証研究jからなる。このうち「燃料電池自動車競正

研究jと「燃料電池自動車用水素供給設備実証研究Jは

互いに協力しあって進めるテーマなので、二つを合わ

せて「水素・燃料電池実証プロジェクトJ(Japan 

Hydr句e師、ueleell Development Project : JHFC 

pro持。と呼んでいる。それぞれのサブ、テーマの実施主

体および事業内容は次の通りである。
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|固体高分子燃料電池システム実証明僻産業省)

水素・燃料電池実証プロジェクト

図 1 国体高分子形燃料電池システム実証等研究実施体制

ω燃料電池自動車実証研究
実施主体:(財)日本電動車両協会(JEVA)

参加企業等:ゼ、ネラルモーターズ、ダイムラー・クライ

スラー、トヨタ自動車、日産自動車、本田技研工業、(財)

日本自動車研究所

事業内容:燃料電池自動車の普及促進を図るため、水素

ステーションを使用して燃料電池自動車の公道等にお

ける走行実証研究を行うことにより、①省エネルギー

効果(二酸化炭素削減、効率)、環境特性(二酸化炭素以

外)、安全等に係る規格、法規、基準作成等のためのデー

タ取得、@准洲主の向上及び普及促進のための課題の

明確化などを行うとともに、③普及啓発活動を行う。

ω燃料電池自動車用水素供給設備実証研究
実施主体刈財)エンジニアリング振興協会(ENAA)

参加企業:コスモ石油、新日本石油、東京ガス、日本酸素、

日本エア・リキード、岩谷産業、昭和シェル石油、新日本

製銭

事業内容:東京・横浜地域において、脱硫ガソリン、ナフ

サ、LPガス、メタノールをオンサイトで改質する燃料

電池自動車用水素供縦端、およびオフサイトで製造

された液体水素を利用する燃科電池自動車用水素供給

設備の合計5ヶ所を建設・運用すること、並びに製鉄所

の副生ガスから水素を効率的に回収・液化する技術の

開発実証を行うことにより、q燃斜電池自動車用水素
供給設備の技術の確立、②省エネルギー効果(二酸化炭

素削減、効率)、安全等に係る規格・法規・基準作成等の

ためのデータ取得、@凝済性の向上および普及促進の

ための課題の明確化などを行うとともに、④普及啓発

活動を行う。

(3)定置用燃料電池実証研究

実施主体:(財)新エネルギー財団ωEF)

参加法人:荏原製作所、新日本石油、生活価値創造住宅

開発技術砂険組合、積水化学工業、側)電力中央研究所、

東京電力、(tB日本ガス協会

協力企業・荏原製作所、三洋電幾新日本石油、東芝IFC、

トヨタ自動車、松下観苦

事業内容:環境条件の異なる地域健冷地域、一般住宅

地域、海浜地域、交通頻繁地域、工業地域等)において、

定置用燃料電池コージェネレーションシステムを U

ヶ所に設置し、様々な使用条件で運転誤験を行うこと

により、①省エネルギー性(二酸化炭素削減、効率)、環境

特性(二酸化炭素以外)効果の明確化、安全等に係る規

格・法規・基準作成等のためのデータ取得、②経済性の

向上、普及促進および系総車系技術確立に向けた課題

の明確化などを行うとともに、③普及啓発活動を行う 0

0然料電池実用化戦略研究会は定置用燃料電池の導入

目標として、2010年210万kW、2020年l(削万kW

を設定している。)

3.水素ステーション建設

前章に記したように、5ヶ所の水素ステーションの建

設はf燃料電池自動車用水素供給設備実証研究jの一環

として実施される。この他、この実証研究では液体水素

製造技術の開発備日本製舗のも行い、近い将来、この液

体水素を水素ステーションに供給することを考えてい

るが、本稿ではこれについては説明を省く。
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3.1目標

水素ステーションの目標仕様は次の通りである。

ω下記の仕様を満たす燃料電池自動車用水素を
30Nm~血以上で安定して製造できる水素供給設備

を建設し、運用すること。
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水素供給設備の水素源として、液体水素を使用す

る方式とLPG・脱硫ガソリン・ナフサ・メタノール

をオンサイトで改質する方式、計5方式とする。

ω水素供給設備について、以下の充填が可能であ
ること。

圧縮水素:25MPaG及び35MPaG

液体水素:液体水素を燃料とする燃料電池自動車に

充填可能(液化水素を貯蔵する供給設備のみ)

連続充填能力:乗用車5台(タンク容量:最大150υ

台)又は、パス 1台(タンク容量:最大750U'台)

3.2各水素ステーションの概要

ω液体水素貯蔵水素ステーション
ステーションとは別の場所で製造した液体水素を貯

蔵し、この液体水素を加圧・蒸発させて燃料電池自動

車に高圧水素ガスを充填する このように、ステーシ

ョン内では水素を製造しないステーションをオフサイ

ト型と呼ぶ。今回の事業で設置する 5ヶ所のステーシ

ョンで、オフサイト型は本ステーションだけである。

また、このステーションでは、液体水素を用いる燃料

電池自動車に液体水素を充填することも可能である。

このステーションの製作は岩谷産業株式会社と昭和

シェノレ石油株式会社が担当し、平成15年3月に泡求

する予定である。次年度以降の運用も設備を製作する

両社が担当する予定である。

このステーションは東京都が用意した江東区制月の

都有地に設置する。

ωLPG改質水素ステーション

家庭用・工業用に広く普及しているLPG(液化石油

円
dno 

資料

ガス)を原科としてステーション内で改質して水素を

製造し、この水素を加圧して燃料電池自動車に高圧水

素ガスを充填する。このように、ステーション内で水

素を製造するステーションをオンサイト型と呼ぶ。

東京ガス株式会社・日本酸素株式針土が本ステーシ

ョンを製作し、平成15年5月に泡食する予定である。

完成後の運用も設備を製作する両社が行う予定である。

本ステーションは荒川区南千住の東京ガス株式会社

社有地内に設置する。

(3)脱硫ガソリン改質水素ステーション

既存のガソリンスタンドのインフラを利用すること

を想定して、硫持法除去したガソリンを原料として

ステーション内て波質して水素を製造し、この水素を

加圧して燃料電池自動車に高圧水素ガスを充填する。

このステーションもオンサイト型である。

14年度は、コスモ石油株式会制沫ステーションを

製作し、平成15年2月末に完成する予定である。完

成後の運用も設備を製作する同社斜子う予定である。

本ステーションは横浜市鶴見区大黒町のコスモ石油

株式封土社有地内に設置する。このステーションには

隣接して、財団法人日本電動車両協会が運用する燃料

電池自動車のショールームやガレージが併設され、燃

料電池自動車のベース基地となる。

ωナフサ改質水素供給ステーション
工業原料として広く利用されている石油留分である

ナフサを原料としてステーション内で改質して水素を

製造し、この水素を加圧して燃料電池自動車に高圧水

素ガスを充填する このステーションもオンサイト型

である。

本ステーションは、新日本石油株式会出2製作し、

平成15年3月に完成する予定である。完成後の運用

も設備を製作する同社が行う予定である。

本ステーションは横浜市旭区上白根町に設置する。

(5)メタノール改質水素ステーション

水素を製遣するための条件科書やか(側面なメタ

ノールを水溶液の状態で原料としてステーション内で

改質して水素を製造し、この水素を加圧して燃料電池

自動車に高圧水素ガスを充填する。このステーション

もオンサイト型である。
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本ステーションは、日本エア・リキード株式会4生が

製作し、平成15年8月に完投する予定?である。完成

後の運用も設備を製作する同社が行う予定である。

本ステーションは川崎市川崎区小島町の日本エア・

リキード株式会社社有地内に設置する。

以上5ヶ所の水素ステーションの設置場所を図2に

示す。またステーションの一例として、ナフサ改質水素

ステーションについて、そのシステムフローを図3に、

完成予想図を図4に示す。

4.結言

f燃料電池自動車用水素供給設備実証研究jにおける

資料

5ヶ所の水素ステーションは、今年度から来年度にかけて

すべてが完成する。完成後はステーションを運用して、燃

料電池自動車への水素充填に係るデータを取得すること

になる。14年度は自動車メーカー5社が参加して、燃料電

池自動車の公道走行を行う予定である。

〔財〕エンジニアリング振興協会は、3年間の実証訴験を

通して得られるデータを総合的に評価し、技術課題を整

理するとともに、安全性等に係る知見を整理して、法規・

規制の見直し、さらには国際標準化への提言などに結び

つけたいと考えている。ぜひ今後の進捗に注目いただき

たい。

印 G改質水素供給設備
(荒川区南千住)

液体水素貯蔵水素供給設備
(江東区有明)

ナフサ改質水素供給設備
(横浜市旭区白根町)

図2 水素供給ステーションの設置場所
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